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MEP-PC10には、操作中に操作方法や注意事項を画面上で
確認できる「ヘルプ機能」がついています（43ページ）。

■ボタン操作の表記について
本書でのすべての操作は、マウスを使用することを前提としています。

•コマンドの操作方法は、次のような形で表記しています。
 

   

「印刷（P）」▲

 
 「印刷（P）」をクリックします。
 
•ダイアログボックス中のボタンは次のような形で表記します。

 

▲
［OK］

 
 ［OK］をクリックします。　　　

この取扱説明書の読み方

本書を読む順序
①最初に、「概要・準備」（3～7ページ）をご覧になって、概要や必要
な環境などの確認、またソフトのインストールなどをしてください。

②印刷するときは「PCメモプリユーティリティMEP-PC10の使い方」（9
ページ）からご覧ください。

本書での説明について

■Windows自体の説明はしていません
本書は「MEP-PC10」（Windows版）の取扱説明書です。本ソフトは、
Windows 8/Windows 7/Windows Vista およびWindows XP（以
後Windowsと記述します）上で動作するアプリケーションソフトウェ
アであり、本書では、Windows そのものの操作については説明して
おりません。
本書は、本ソフトをご使用になるお客様が、少なくとも以下のような
Windows の基本操作に習熟されていることを前提として書かれており
ます。

•クリック、ダブルクリック、右クリック、ドラッグ、
 ドラッグ･アンド･ドロップなどのマウス操作
•マウスによるメニュー操作
•キーボードによる文字入力
• Windowsに共通のウィンドウ操作

これらWindows の基本的な操作に関しましては、お手持ちのパソコン
またはWindowsパッケージ付属の取扱説明書をご覧ください。
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■キー操作の表記について
本ソフトでは、マウスの操作とキーボードでのキー操作を併用することが
あります。使用するキーには "Ctrl キー "、"Shift キー "、"Alt キー "が
あります。本書ではこれらのキーを［Ctrl］キー、［Shift］キー、［Alt］キー
とそれぞれ表記します。これらのキーは、AやBといったアルファベット
キーと併用される場合もあります。

■表示画面について
•本書中で使用している表示画面は、実際の画面と若干異なる場合があ
りますが、表示内容そのものが異なるということはありません。あらか
じめご了承ください。

•本書記載の画面は、Windows XPを例に説明しております。その他の
OSでは、本書記載の画面と異なることがあります。



5

PCメモプリユーティリティ
MEP-PC10のご紹介
MEP-PC10は、テープに印刷する内容を、パソコンで作成すること
ができるソフトです。
プリンタードライバーのプロパティや印刷設定を設定せずに、アプリ
ケーションで設定したレイアウト通りに印刷することができます。

ここでは、MEP-PC10を使うとどんなことができるのか、また、ど
んなときに使うと便利なのかを、説明します。

PCメモプリユーティリティMEP-PC10のご紹介
MEP-PC10を使うと、パソコンの画面上に表示されている文字や自
分で入力した文字を、簡単な操作でシンプルなラベルにすることがで
きます。

MEP-PC10を使える機種に
ついて
MEP-PC10は、次の機種から印刷することができます。

●MEP-PC10から印刷できる機種
MEP-U10　MEP-T10　MEP-B10　MEP-F10

 実際に印刷するためには、機種に対応したプリンタードライバーが
インストールされている必要があります。
プリンタードライバーのインストールについては、それぞれの機種
に付属の「インストールガイド」をご覧ください。
また、最新のプリンタードライバーのダウンロードや、関連情報に
ついては、以下のサイトをご覧ください。

http://casio.jp/support/d-stationery/

•
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●常に起動しておくことができ、他のソフトの邪魔になりません。

MEP-PC10

 終了することもできます。

●よく使う言葉が登録されているので、入力の手間が省けます。
　

•

● 画面に表示されている文字（他のソフトで入力／編集中の文字）を、
その場で印刷できます。

●パソコンに搭載されているフォントを使用できます。
　（TrueType フォントのみ）

●自動的に最適な大きさの文字で印刷されるので、細かい設定は不要です。

3 行選択すると…

1行選択すると…

3行選択すると…

1行選択すると…
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●印刷履歴マネージャー機能により、一度印刷した内容を簡単に繰り
返し印刷することができます。

 「PCメモプリユーティリティMEP-PC10の使い方」（9ページ）
でさらに詳しく紹介しています。

•



 

PCメモプリユーティリティ
MEP-PC10



PCメモプリユーティリティ
MEP-PC10の使い方
MEP-PC10を使用すると、パソコンの画面上に表示されている文字
や自分で入力した文字を、手軽に印刷することができます。

MEP-PC10でできること
● レイアウトを気にすることなく、シンプルなラベルを作成できます
（文字の長さやテープ幅によって、自動的にレイアウトされます）。
●あらかじめ設定されている定型レイアウトやカスタムレイアウトを
選択して、メリハリのあるラベルを作成することもできます。

● 他のソフトを使っているときにも起動しているので、ラベルにした
い文字を見つけたらすぐに印刷することができます（23ページ「画
面上の文字を使ってラベルを作る」）。

● タスクトレイに常駐しているので、思いついた言葉をすぐに入力し
て印刷することもできます（18ページ「文字を入力・編集して印
刷する」）。

● どのように印刷されるのか、印刷する前に確認できます。
 右クリックメニューから印刷するときは、印刷する前に印刷確認
画面が表示されます。（16ページ「印刷確認画面」）
 入力パネルに入力すると、実際に印刷されるイメージがプレビュー
画面に表示されます。（16ページ「印刷プレビュー」）

● よく使う語句があらかじめ登録されていて、簡単に入力できます。
またご自分でよく使う語句を登録することもできます。（20ページ
「よく使う語句や日時を簡単に入力する」）
●付箋やメッセージシールなどで、ご使用の用途や場所に合わせたよ
く使う定型句を、「MEP-PC10」にインストールして簡単に呼び出
して使うことができます（22ページ「ダウンロード定型句を使用
する」）。

● 印刷した内容を最大100件まで覚えています。以前、印刷した内
容を呼出して、もう一度印刷することができます。（26ページ「過
去に印刷した内容を使う」）

•

•

 MEP-PC10を起動しているときに、使用中の他ソフト上で右ク
リックすると、通常、使用中のソフトの右クリックメニューが表
示されます。これを、MEP-PC10の右クリックメニューに変更
することができます（33ページ「右クリックメニューが表示され
る状態を設定する」）。

● MEP-F10の場合、無線ＬＡＮで接続して印刷することができます。
その際、お手持ちのパソコンに無線ＬＡＮに接続できる環境が必要
です。

•

9
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MEP-PC10を起動する
終了する

■起動する
 WindowsのタスクトレイにMEP-PC10アイコンが表示されてい
るときは、ここで説明する操作は必要ありません。

Windowsのタスクトレイ（通常、画面の一番下の右側に表示されます）
MEP-PC10 のアイコン
（起動していることを示します。）

 Windows XPでは、“タスクバーと［スタート］メニュー”のプロ
パティ画面で、タスクバータブ内にある「タスクバーを自動的に隠す」
にチェックが付いているとアイコンが表示されないことがあります。
 その場合には、チェックを外すとアイコンが表示されます。

1 デスクトップの「PCメモプリユーティリティMEP-PC10」アイコンをダブルクリックする。
MEP-PC10が起動します。入力パネルと印刷プレビューが表示
され、タスクトレイにMEP-PC10のアイコンが表示されます。
インストール時にショートカットアイコンをデスクトップに表
示しないように設定されたときは、インストールした位置にあ
る「PCメモプリユーティリティ」アイコンをダブルクリック
してください。
 Windowsの［スタート］ボタンから、「すべてのプログラム（P）」
→「CASIO」→「PCメモプリユーティリティ」→「MEP-PC10」
とクリックして起動することもできます（MEP-PC10が表示
されるフォルダは、インストール時の設定によって異なること
があります）。Windows 8 の場合は、スタート画面のMEP-
PC10のアイコンをクリックすると起動することができます。

•

•

•

•

印刷プレビュー

入力パネル

MEP-PC10のアイコン

ダブルクリック

■終了する
MEP-PC10を終了するには、次の2種類があります。

●入力パネルから終了する

1 入力パネル右上の「閉じるボタン」 をクリックする。

 
入力パネル

閉じるボタン

MEP-PC10が終了し、タスクトレイの MEP-PC10のアイコンが消
えます。
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●タスクトレイから終了する

1 タスクトレイのMEP-PC10アイコンを右クリックする。

2 「終了（X）」をクリックする。

MEP-PC10が終了し、タスクトレイの MEP-PC10のアイコン
が消えます。

MEP-PC10を自動起動（常駐）
させる
通常、MEP-PC10はWindowsを立ち上げても自動起動しません。
MEP-PC10が自動的に起動するように設定することができます。

1 Windowsの［スタート］ボタンを右クリックする。Windows8 の場合は、C:¥ProgramData¥Microsoft¥
Windows¥ ｽﾀｰﾄﾒﾆｭｰのフォルダを開き、手順 3へ進みます
（ProgramData は隠しフォルダです）。

2 「開く -All Users(P)」をクリックする。
Windows Vista をお使いのときも、同様に操作します。
Windows 7 の場合は、[スタート ]ボタンをクリック →「す
べてのプログラム」を右クリック → 「開く - All Users(P)」を
クリックします。

•

•
•



12

3 「プログラム」フォルダをダブルクリックする。
「CASIO」フォルダがあることを確認します。

「CASIO」フォルダ

4 「CASIO」フォルダ→「PCメモプリユーティリティ」とダブルクリックする。
「MEP-PC10」（ショートカット）アイコンがあることを確認し
ます。

「MEP-PC10」
のショートカット

5 「MEP-PC10」のショートカットを反転表示させ右クリックし、右クリックメニューから「コピー（C）」をクリックする。

6 「戻る」をクリックして、手順 3のプログラム画面まで戻る。

OSの設定によっては上記と異なる操作になります。OSの設定
に従い、ウィンドウを閉じるなどの操作をして手順 3の「プロ
グラム」画面に戻ってください。

•

7 「スタートアップ」フォルダをダブルクリックする。

「スタートアップ」フォルダ

8 「編集」のプルダウンメニューから「貼り付け（S）」をクリックする。
「MEP-PC10」のショートカットが、スタートアップフォルダ内
にコピーされます。

「MEP-PC10」のショートカット

Windows 8/Windows 7/Windows Vista の場合、「対象の
フォルダへのアクセスは拒否されました」ダイアログが表示さ
れます。ダイアログから「続行」を選択してください。「ユーザー
アカウント制御」ダイアログが表示されたら、再び「続行」を
選択してください。

Windowsを再起動すると、MEP-PC10が自動起動し、タスク
トレイにはMEP-PC10のアイコンが表示されます。

•
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5 「MEP-PC10」アイコンを削除する。
ここで表示される「MEP-PC10」アイコンは、MEP-PC10の
ショートカットアイコンです（このアイコンを削除しても、イン
ストールしたMEP-PC10はアンインストールされません）。

これを削除

Windows 8/Windows 7/Windows Vista の場合、「対象の
フォルダへのアクセスは拒否されました」ダイアログが表示さ
れます。ダイアログから「続行」を選択してください。「ユーザー
アカウント制御」ダイアログが表示されたら、再び「続行」を
選択してください。

•

■MEP-PC10を自動起動（常駐）しないようにする
MEP-PC10をインストール時に自動起動するように設定してある場
合は、Windowsを立ち上げると、MEP-PC10は常に自動起動します。
MEP-PC10が自動的に起動しないように設定し直すこともできます。

1 Windows の［スタート］ボタンを右クリックする。Windows8 の場合は、C:¥ProgramData¥Microsoft¥
Windows¥ ｽﾀｰﾄﾒﾆｭｰのフォルダを開き、手順 3へ進みます
（ProgramData は隠しフォルダです）。

2 「開く -All Users(P)」をクリックする。
Windows Vista をお使いのときも、同様に操作します。
Windows 7 の場合は、[スタート ]ボタンをクリック →「す
べてのプログラム」を右クリック → 「開く - All Users(P)」を
クリックします。

3 「プログラム」フォルダをダブルクリックする。

4 「スタートアップ」フォルダをダブルクリックする。

•

•
•
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4 テープ送りボタン
テープ送りをします。　

 28ページ「テープ送りをする」

5 画像の挿入ボタン
画像を選択する画面を表示します。

 24ページ「画像を挿入する」

Χ プロパティボタン
プロパティを表示します。　

 29ページ「MEP-PC10のプロパティを設定する」

7 最小化ボタン
入力パネルを閉じ、タスクバーに「MEP-PC10」ボタンが表示さ
れます。入力パネルを元のサイズに戻すには、タスクバーの「MEP-
PC10」ボタンをクリックするか、タスクトレイの「MEP-PC10」
アイコンをクリックします。

8 閉じるボタン
入力パネルを閉じてMEP-PC10を終了します。

9 ヘルプボタン
各機能の簡単な説明を表示します。

 43ページ「入力パネルのヘルプを使う」

0 印刷ボタン 
テキスト入力ボックスに入力されている文字を印刷します。

 18ページ「文字を入力・編集して印刷する」

- 印刷方向ボックス
印刷する方向を指示します。

 18ページ「文字を入力・編集して印刷する」

= 画像ボックス
画像を貼り付ける位置とその大きさを設定します。

基本的な操作
文字を入力・編集しているときに表示される入力パネル、印刷する前
に印刷した状態を確認できる印刷プレビュー、印刷確認画面、右クリッ
クをしたときに表示される右クリックメニューについて説明します。
それぞれの機能や項目についての操作方法は、それぞれの参照先のペー
ジをご覧ください。

入力パネル
1 3 42

%

5 6

-

9

=

0

8

~

7

#

$

@ !

1 定型句呼出しボタン
登録してある定型句をテキスト入力ボックスに挿入します。

 20ページ「登録されている定型句や日時を入力する」
2 定型句登録ボタン
テキスト入力ボックス上で反転している文字を、新たに定型句とし
て登録します。　

 21ページ「自分で定型句を登録する」
テキスト入力ボックス上の文字が反転していない状態で、クリック
するとダウンロード定型句マネージャーが表示されます。

 22ページ「定型句をダウンロードして登録する」
3 履歴一覧ボタン
過去に印刷した内容が一覧で表示されます。　

 26ページ「履歴一覧を表示させる（印刷履歴マネージャー）」
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~ レイアウトボックス
文字の大きさを指定します。テープ幅により、表示される内容が異
なります。

  18ページ「文字を入力・編集して印刷する」・
 29ページ「MEP-PC10のプロパティを設定する」

! テープ長さ固定チェックボックス
テープ長さの固定 /非固定（可変）を切り替えます。

  18ページ「文字を入力・編集して印刷する」・
 29ページ「MEP-PC10のプロパティを設定する」

＼ テープ長さボックス
テープ長さを設定します。

 18ページ「文字を入力・編集して印刷する」・
 29ページ「MEP-PC10のプロパティを設定する」

# テープボックス
テープ幅・テープ種類を設定します。

 18ページ「文字を入力・編集して印刷する」・
 29ページ「MEP-PC10のプロパティを設定する」

， フォントボックス
フォント（書体）を設定します。

 18ページ「文字を入力・編集して印刷する」・
 29ページ「MEP-PC10のプロパティを設定する」

． テキスト入力ボックス
印刷する文字を入力・編集する領域です。

 18ページ「文字を入力・編集して印刷する」

重要 入力パネルで表示 /設定する内容は、プロパティ画面から設定
することもできます（29ページ「MEP-PC10のプロパティ
を設定する」参照）。

 入力パネルの端をドラッグすると、入力パネルのサイズを変更
することができます。

ツールボタン名が表示されます
入力パネルのツールボタンにポインタを近づけると、ボタン名
が表示されます。
テープ長さボックスにポ
インタを近づけると、設
定可能なテープ長さが表
示されます。
また、テープ長さ固定
チェックボックスにポイ
ンタを近づけると、「テー
プ長の固定」と表示され
ます。

•

•

ツールボタン名ツールボタン名
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印刷プレビュー
作成中のデータがどのように印刷されるのか、印刷する前に確認でき
ます。

印刷
プレビュー

スクロールバー

テキスト入力
ボックス

● テキスト入力ボックス内の文字がどのように印刷されるのか表示し
ます。

● 印刷プレビューのサイズよりも印刷長さが長いときは、右側の部分
が隠れて、欠けたように見えます。スクロールバーを左右に移動す
ると、隠れている部分が確認できます。または、印刷プレビューの
サイズが長くなるよう、端をドラッグして広げると、隠れている部
分が確認できます。

● 設定や文字数により１枚に収まりきらないときは、その部分が印刷
されません。文字数を減らす、テープ長さを変更するなどの方法で
１枚に収まるようにしてから、印刷プレビューで確認後、印刷して
ください。

 画像が配置されているときには、二値化された画像ではなくグレー
スケールで表示させることもできます。33ページ「表示に関する設
定をする」の手順 3をご覧ください。

•

印刷確認画面
右クリックからの印刷をしようとすると、印刷が実行される前に印刷
確認画面が表示されます。

スクロールバー

● テキスト入力ボックス内の文字がどのように印刷されるのか表示し
ます。

● 印刷確認画面のサイズよりも印刷長さが長いときは、右側の部分が
隠れて、欠けたように見えます。スクロールバーを左右に移動する
と、隠れている部分が確認できます。または、印刷確認画面のサイ
ズが長くなるよう、端をドラッグして広げると、隠れている部分が
確認できます。

● 設定や文字数により１枚に収まりきらないときは、その部分が印刷
されません。文字数を減らす、テープ長さを変更するなどの方法で
１枚に収まるようにしてから、印刷プレビューで確認後、印刷して
ください。

● ［印刷（P）］をクリックすると、印刷が開始されます。
● ［キャンセル］をクリックすると、印刷は中止されます。
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右クリックメニュー
MEP-PC10が起動している状態で、ワープロソフトやメールソフト
などにカーソルがあるときに右クリックすると、右クリックメニュー
を表示させることができます。

 「右クリックメニュー」が表示されるようにするには、あらかじめ
33ページ手順 3で「右クリックでPCメモプリユーティリティのメ
ニューを表示する (M)」にチェックを入れておく必要があります。

■ソフト上で表示される右クリックメニュー

1

2
3
4

5

1 印刷（P）
他のソフトで選択した（反転させた）文字列を、印刷します。　

 23ページ「ひとつながりの文字を印刷する」

2 定型句登録
他のソフトで選択した（反転させた）文字列を定型句として登録し
ます。
ユーザー1/2/3のいずれかをクリックします。

 「右クリックメニュー」に「定型句登録」が表示されるようにするには、
あらかじめ32ページ手順 2で「定型句登録」にチェックを入れて
おく必要があります。

3 元のメニュー（M）... 
使用中のソフトの右クリックメニューを表示します。

•

•

4 プロパティ（R） 
MEP-PC10のプロパティ画面を表示します。

5 右クリックの設定 
プロパティの「動作」設定画面を表示します。
MEP-PC10の右クリックメニューを表示させないようにしたり、
他のキーと同時に押したときだけ表示させるように設定します。

 33ページ「右クリックメニューが表示される状態を設定する」

■タスクトレイのアイコン上で表示される右クリックメニュー
WindowsのタスクトレイのMEP-PC10アイコン上で右クリックす
ると表示されます。

1

2

3

4
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1 入力パネル（I）
入力パネルを表示します。　

 14ページ「入力パネル」
 ここにチェックが付いているときにクリックすると、入力パネ
ルが画面から消えます。

2 プロパティ（R）...
MEP-PC10のさまざまな設定をします。

 29ページ「MEP-PC10のプロパティを設定する」

3 ヘルプ（H）
ヘルプメニューを表示します。　

 43ページ「タスクトレイからヘルプを使う」・44ページ「カ
シオのホームページを表示する」・43ページ「バージョン
情報を確認する」

ヘルプメニュー

4 終了（X）
MEP-PC10を終了します。　

 10ページ「終了する」

•

文字を入力・編集して印刷する
入力パネル上で、ご自分で文字を入力したり、取り込んだ文字を編集
して印刷することができます。

文字を入力・編集して印刷する

1 MEP-PC10 が起動しているときに、タスクトレイ上のMEP-PC10のアイコンをクリックする。
MEP-PC10が起動していないときは、デスクトップの「MEP-
PC10」アイコンをダブルクリックします。入力パネルが表示され
るので、操作 2に進みます。
 「プロパティ」の「表示」タブで「プログラム起動時に入力パネ
ルを開く」にチェックが付いていないときは入力パネルが表示
されません。MEP-PC10起動後に、タスクトレイ上のMEP-
PC10アイコンをクリックします。

入力パネルと印刷プレビューが表示されます。

2 印刷する文字をテキスト入力ボックスに入力・編集する。
入力や編集に合わせて、印刷プレビューの表示が変わります。
１行に入力できる文字数は、255文字です。これを超えた部分
は、自動的に改行されて次の行になります。また、テープ長さ
が固定されているときは、1行に印刷できる文字数が制限され
るので、行の途中で自動的に改行されて印刷プレビューに表示
されることがあります。

フォントやテープ幅、テープ長さなどを設定することができま
す。14ページ「入力パネル」をご覧ください。
画像を取り入れたラベルを作ることができます。24ページ「画
像を挿入する」をご覧ください。
よく使う語句（定型句）を簡単に入力したり、現在の日付や時
刻を自動的に入力することができます。20ページ「よく使う
語句や日時を簡単に入力する」をご覧ください。

•

•
•

•

•

•
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■印刷する

フォント

印刷プレビュー

テープ

固定テープ長さ

印刷方向

印刷

画像
レイアウト

1 「テープ」ボックスから印刷するテープ幅を選択する。
プリンターに装着されたテープ幅を選択してください。

2 「テープ長さ」ボックスで、ラベルの長さを設定する。
 「固定」が「  」のときはテープ長さは自動となり、「テープ長さ」
ボックスで長さを設定できません。（便宜的に「300(mm)」と
表示されます。）
 「固定」を「  」とするとテープ長さを固定でき、「テープ長さ」
ボックスで、長さを25mm～300mmの範囲で5mm単位で
設定できます。
テープ長さを極端に短く固定した場合、印刷できなくなること
があります。その場合は印刷プレビューに何も表示されません。
テープ長さの設定は目安とお考えください。ご使用の環境や印
刷する内容によっては、実際の長さが、設定した長さより短く
なる場合があります。

•

•

•

•

•

3 「印刷方向」ボックスで、印刷する方向を設定する。
横書、縦書を選択します。

4 「レイアウト ｣ボックスで、文字サイズを選択する。
「レイアウト」を「自動」に設定すると、文字は、設定されている
テープ長さに収まる最適なサイズで印刷されます。
「カスタム」を選択すると、プロパティ画面の「レイアウト」設定
画面が表示されます。カスタムレイアウトボックス内からレイア
ウトを設定します。（30 ページ）

5 「画像」ボックスから、画像の位置と大きさを設定する。（24ページ）
画像を挿入しない場合は、「なし」を選択します。

6 文字を入力し、必要に応じてフォントを設定する。（31ページ）
7 印刷プレビューで、レイアウトを確認する。

設定に従って、印刷プレビューの表示が変わります。どのよう
なラベルになるのか、印刷プレビューで確認します。

8 プリンターとパソコンが接続されていることを確認する。
表示付きのプリンターは、表示上のUSBリンクボタンをタッ
チします。
プリンターの画面に「通信準備完了」と表示されていることを
確認してください。

•

•



20

9 プリンターにテープがセットされていることを確認する。
プリンターへのテープのセット方法については、プリンターの
取扱説明書をご参照ください。

10 印刷ボタンをクリックする。
または、[Alt] キーと [P] キーを同時に押します。印刷を確認する
メッセージが表示されます。

11 ［OK］をクリックする。
印刷が開始されます。
印刷確認画面が表示されているときは、「印刷（P）」をクリック
します。
設定や文字数により１枚に収まりきらないときは、その部分が印
刷されません。文字数を減らす、テープ長さを変更するなどの方
法で１枚に収まるようにしてから、印刷プレビューで確認後、印
刷してください。

重要  印刷中は、絶対に、ACアダプターやUSBケーブルを取
り外さないでください。また、プリンターカバーは開けな
いでください。
 印刷時に、テープ出口付近をふさがないようにしてくださ
い。また、印刷中にテープに触れないようにしてください。
MEP-F10 で、無線 LAN を使用して印刷する場合は、
35ページ「無線 LAN機能」をご覧ください。

•

•
•

•

•

•

•

よく使う語句や日時を簡単に入力する
MEP-PC10には、ラベルを作成するときによく使う語句（定型句）が、
あらかじめ登録されています。これを利用して、簡単に語句を入力す
ることができます。
また、ご自分用の語句を登録することもできます。

■登録されている定型句や日時を入力する

1 入力パネルの定型句呼出しボタンをクリックする。定型句のメニューが表示されます。

定型句は、種類ごとに分類されて登録されています。

定型句呼出しボタン

•
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2 定型句の種類にカーソルを合わせ、表示されたリストから入力する定型句を選択してクリックする。
定型句が入力されます。

 「タイムスタンプ」を選択して入力した場合は、印刷時のパソコ
ンの現在時刻を元にした内容で印刷されます。
•

■自分で定型句を登録する
3つのグループ（「ユーザー1」「ユーザー2」「ユーザー3」）に分類
して登録できます。また、それぞれ30個まで登録できます。

1 入力パネルのテキスト入力ボックス上で、登録する語句をドラッグして選びます。
選んだ語句が反転します。

2 定型句登録ボタンをクリックする。登録のメニューが表示されます。

定型句登録ボタン

 入力パネルのテキスト入力ボックス以外の画面に表示された語句
を選択し、定型句として登録することもできます。選択した語句を
右クリックし、メニューの「定型句登録」をクリックします。
 右クリックメニューに「定型句登録」が表示されない場合は、
32ページ「右クリックメニューの設定をする」を参照してく
ださい。

3 メニューから登録したいグループを選択してクリックする。反転していた語句が、定型句として登録されます。

■定型句の編集について
ご自分で登録した定型句の削除や表示順の変更などについては、
32ページ「定型句を編集する」で説明しています。

•

•
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ダウンロード定型句を使用する

■定型句をダウンロードして登録する
ご使用の用途や場所に合わせたよく使う定型句をダウンロードサイト
からダウンロードして本ソフトに登録することができます。

定型句ダウンロードサイトURL
http://casio.jp/d-stationery/memopri/phrase/

1 あらかじめ、ダウンロードサイトから、使用したい定型句データをパソコンにダウンロードしておきます。

2 入力パネルの定型句登録ボタンをクリックする。
ダウンロード定型句マネージャーが表示されます。

3  ［追加（Ａ）］ボタンをクリックする。
「ファイルを開く」ダイアログが表示されます。

4 パソコンにダウンロードした定型句データ（*.mpt）を選択し、［開く（O）]ボタンをクリックする。

選択したダウンロード定型句が、ダウンロード定型句マネージャー
に追加されます。

5 ［OK］をクリックする。
追加した定型句を入力することができるようになります。

•

■ダウンロード定型句を入力する。
ダウンロードした定型句を入力する方法は、20ページ「登録されて
いる定型句や日時を入力する」と同様な方法で入力します。

■ダウンロードした定型句の編集について
ダウンロードした定型句の削除や表示順の変更などについては、32
ページ「定型句を編集する」をご覧ください。

■ダウンロードした定型句のグループを編集する
入力パネルの定型句登録ボタンをクリックしてダウンロード定型句マ
ネージャーを開くと、ダウンロードした定型句のグループの「削除」
や「表示順の変更」などをすることができます。

 スクロールバーを動かして、目的の定型句のグループを探しま
す。
 「上へ（U）」「下へ（Ｗ）」「削除（Ｅ）」を使って、編集します。
 複数の定型句を選択するときは、［Ctrl］キーを押しながらクリッ
クします。
 編集を終了するときは［OK］をクリックします。設定した内容
を取り消して終了するときは［キャンセル］をクリックします。

•

•
•

•
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画面上の文字を使ってラベルを作る
作成中の文書や閲覧中のホームページなど、画面上に表示された文字
を選択して、手軽にラベルにすることができます。ひとつながりの文
字はもちろん、いくつかの文字を1つにまとめて印刷することもでき
ます。

ひとつながりの文字を印刷する
ここでは、Microsoft outlook から印刷する場合を例にします。

1 プリンターとパソコンが接続されていることを確認する。
2 MEP-PC10が起動しているときに、印刷する文字列をドラッグして選ぶ。
選んだ文字が反転します。

1行に入力できる文字数は、255文字です。ただし、テープ長
さが固定されているときには、途中で次の行に送られることが
あります。

3 選んだ文字列の上で右クリックする。 
使用中のソフトの右クリックメニューを使いたいときは、この
画面のときに「元のメニュー（M）...」をクリックします。

•

•

4 「印刷（P）」をクリックする。
印刷確認画面が表示されます。
印刷確認画面については、16ページ「印刷確認画面」で詳し
く説明しています。

5 プリンターにテープがセットされていることを確認する。
6 ［印刷（P）］をクリックする。

印刷が開始されます。
[Alt] キーと [P] キーを同時に押しても印刷が開始されます。
設定や文字数により１枚に収まりきらないときは、その部分が
印刷されません。文字数を減らす、テープ長さを変更するなど
の方法で１枚に収まるようにしてから、印刷プレビューで確認
後、印刷してください。

重要  印刷中は、絶対に、ACアダプターやUSBケーブルを取り
外さないでください。また、プリンターカバーは開けない
でください。
 印刷時に、テープ出口付近をふさがないようにしてくださ
い。また、印刷中にテープに触れないようにしてください。
アプリケーションと本ソフトとの組み合わせによっては、右
クリックメニュー（ポップアップメニュー）が表示されなかっ
たり、印刷や定型句登録ができない場合があります。このよ
うな場合には、文字列を反転表示させ、キーボードの［Ctrl］
キーを押しながら［C］キーを押してコピーしてから、MEP-
PC10の入力パネル上で［Ctrl］キーを押しながら［Ｖ］キー
を押して貼り付けて、印刷や定型句登録を行ってください。

•

•
•
•

•

•

•
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画像ボックス

 「背景」を選択したときは文字と画像を重ね合わせることができ
ます。なお、テープ長さの固定チェックボックスのチェックを
外して「背景」を選択したときは、文字を入力するまで印刷プ
レビューに画像が表示されません。
 「なし」を選択したときは画像が挿入されません。
画像を挿入するときは「なし」を選択したときより印刷できる
文字の範囲が少なくなります。

次に「画像を挿入する」の操作をします。

画像を挿入する

1  画像の挿入ボタンをクリックする。

画像選択ウィンドウが表示されます。
画像ボックスで「なし」が選択されているときは、画像の挿入
ボタンが無効になりクリックできません。

画像の挿入ボタン

•

•
•

•

画像を挿入する
本ソフトには、イラスト（画像）があらかじめ登録されています。こ
れらの画像を、レイアウトに挿入することができます。
まず画像を挿入する位置と大きさを決め、次に挿入する画像を指定し
ます。
画像を挿入した後、位置や大きさを変更することもできます。

画像を挿入する位置を決める

1 画像ボックスで、画像を挿入する位置と大きさを設定する。
選択できる項目名とそのレイアウトは以下のとおりです。

左小

右小

左大

右大

背景

なし
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 ［Alt］キーと［ I ］キーを同時に押しても、画像選択ウィンドウ
が表示されます。

2 画像が格納されたフォルダをクリックして選択し、挿入する画像をクリックする。
各フォルダに格納された画像については、25ページ「各フォ
ルダの内容」をご覧ください。

3 [OK] をクリックする。
画像ボックスで選択した位置と大きさで画像が挿入されます。

•

•

■各フォルダの内容
MEP-PC10は、画像ライブラリーとして、135種類の画像データが
内蔵されています。
｢MEP-PC10｣ フォルダの下にある ｢Samples」フォルダの下に
「Illust｣「Logo｣「Frame_S｣「Frame_M｣「Frame_L｣ という分類フォ
ルダがあります。これらの下のフォルダを開いてお好みの画像を選択
してください。
各フォルダに格納されている画像の特長は以下のとおりです。

格納フォルダ 画像の特長 画像サイズ
（ピクセル） 内蔵数

Illust ･ 以下のようなイラスト 256× 256 45

Logo
（背景で使用）

･ 以下のようなロゴ  ※1 720× 240 21

Frame_S
（背景で使用）

･ 以下のようなフレーム
（短めのとき）  ※2

 

256× 64 23

Frame_M
（背景で使用）

･ 以下のようなフレーム
（中くらいのとき）  ※2

 

384× 64 23

Frame_L
（背景で使用）

･ 以下のようなフレーム
（長めのとき）  ※2

 

512× 64 23
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過去に印刷した内容を使う
MEP-PC10は、過去に印刷した内容を最大100件まで覚えていま
す（履歴）。これらを呼び出して、もう一度印刷したり、編集を加えて
印刷することができます。

履歴一覧を表示させる（印刷履歴マネージャー）
履歴一覧を表示させて、印刷履歴を管理することができます。

1  履歴一覧ボタンを押す。

履歴一覧ボタン

履歴一覧が表示されます。
反転表示している印刷データのプレビューも表示されます。

※1 プロパティの「画像」タブの「配置（L）」または入力パネルの画
像ボックスで「背景」を選択し、プロパティの「画像」タブの「拡
大縮小する（S）」と「縦横比率を維持する（H）」にチェックを
付けると、より効果的に配置されます。

 入力パネルのテープ長さ固定チェックボックスにチェックを付け
ていないとき、プロパティの「画像」タブの「配置（L）」または
入力パネルの画像ボックスで「背景」を選択すると、文字を入力
するまで印刷プレビュ－に画像が表示されません。画像のみを表
示させたいときは、テキスト入力ボックスに全角スペースを入力
してください。

※2 プロパティの「画像」タブの「配置（L）」または入力パネルの画像ボッ
クスで「背景」を選択したときは、画像と文字が重ならないよう
スペースを入力して調整してください。
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1

2 3 4 5 6 7

8

9

0 - = ~ !

 ［Alt］キーと［H］キーを同時に押しても、履歴一覧が表示され
ます。

1 保護チェックボックス
チェックを付けたデータは、最大登録数を超えても削除されずに保
持されます。最大で99個までチェックできます。

2 番号ソートボタン
番号の大小を基準に並べ替えます。

3 内容ソートボタン
内容の先頭文字を基準に並べ替えます。

4 印刷日ソートボタン
印刷日時を基準に並べ替えます。

5 テープソートボタン
テープの種類を基準に並べ替えます。

6 画像ソートボタン
画像配置の種類を基準に並べ替えます。

•

7 「上へ（U）」ボタン
反転表示されているデータの順番を一つ上に移動させます。

8 「下へ（W）」ボタン
反転表示されているデータの順番を一つ下に移動させます。

9 「画像を表示する」チェックボックス
チェックが付いていると画像データを表示します。

0 「印刷（P）」ボタン
印刷を実行します。

- 「選択（Ｓ）」ボタン
入力ボックスに戻り、編集をすることができます。

= 「番号変更（R）」ボタン
現在表示されている表示をもとに、番号を振り直します。ソートや
履歴が入れ替えられたあと、このボタンをクリックすることにより
番号が振り直されます。

~ 「削除（D）」ボタン
反転表示されているデータを削除します。

! 「キャンセル（C）」ボタン
履歴一覧画面を閉じます。

■過去に印刷したデータを呼び出し、印刷／編集する
履歴一覧画面には、過去に印刷した内容が一覧で表示されています。
目的の印刷データを反転表示させて、印刷したり削除したりすること
ができます。
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テープ送りをする
接続している機種のテープ送りができます。

■テープ送りをする

   をクリックする。

1 目的の印刷データを反転表示させる。
スクロールバーを動かして、目的の印刷データを探します。
 「内容」「印刷日」「テープ」「画像」の各項目ソートボタンをクリッ
クすると、それぞれの項目を基準に、履歴データがソートされ
ます。
 「上へ（U）」「下へ（W）」ボタンをクリックすると、反転表示
が上下にひとつずつ移動します。

印刷日

上へ

内容 テープ

下へ

画像

スクロールバー過去に印刷した内容

2 印刷する場合は、「印刷（Ｐ）」ボタンを、編集したい場合は、「選択（Ｓ）」ボタンをクリックする。
データに画像がある場合は、「画像を表示する」チェックボック
スにより、画像を表示させることができます。
ソートやデータの入れ替えがされた状態で「番号変更（R）」ボ
タンを押すとデータが入れ替わります。
 「削除（D）」ボタンをクリックすると、反転して表示されたデー
タが削除されます。

•
•

•

•

•

•
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MEP-PC10のプロパティを
設定する
入力パネルでそれぞれ表示 /設定する内容は、プロパティから設定す
ることもできます。

■プロパティ画面を表示する

1 入力パネルのプロパティボタンをクリックする。
プロパティの「機種」画面が表示されます。
入力パネルが表示されているときに、［Alt］キーと［R］キーを
同時に押して表示させることもできます。

タスクトレイのMEP-PC10アイコンを右クリックして表示され
るメニューの「プロパティ（R）」をクリックして表示させること
もできます。
 「機種」画面が表示されないときは、「機種」タブをクリックす
ると、「機種」画面が表示されます。

「機種」タブ

MEP-U10 を設定
する場合

● MEP-U10/MEP-T10/MEP-B10の場合は、印刷先に ｢MEP-
series A｣ を選択してください。

● MEP-F10 の場合は、ＵＳＢ経由で印刷するときは印刷先に
｢MEP-series A｣ を選択してください。無線 LAN経由で印刷
するときは印刷先に ｢MEP-WiFi｣ を選択してください。

•

•

無線 LAN設定ボタンは、ボタンを押すと無線 LAN設定マネー
ジャーが表示され、無線 LANの設定をすることができます。詳
細は36ページをご覧ください。
機種名は、プリンターの種別を表示します。同一のプリンター
でも、ネットワーク経由で接続されている場合は、印刷先にプ
リンター名（パス名を含む）が表示されます。

● プロパティの設定を終了するときは、［OK］をクリックします。
 設定した内容を取り消して終了するときは［キャンセル］をクリッ
クします。
設定した内容をいったん有効にして、さらに設定を続けたいとき
は［適用（A）］をクリックします。
標準的な設定（インストール直後の設定）に戻すときは、［標準に
戻す（D）］をクリックします。
 「印刷先 (P)」に「プリンターがインストールされていません」と
表示されている場合は、プリンタードライバーをインストールす
る必要があります。

■機種に関する設定をする

1 プロパティ画面を表示する（29ページ）。
2 「機種」タブをクリックする。
3 各項目を設定する。

 「折り返し余白」の設定で、貼る場所や貼り方に合わせて、前後
の余白を選択することができます。
「前余白」や「後余白」を選択すると、余白の長い部分を折り返
して貼り合わせることで、一部だけ糊のない付箋紙のようにし
て貼ることができます。
全面で貼る場合は「通常」を選択します。

•

•

•

•

•

•

•
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機種
設定

通常 前余白 後余白

MEP-U10/MEP-T10/
MEP-B10/MEP-F10

前 約10mm 約20mm 約10mm
後 約10mm 約10mm 約20mm

 「印刷濃度（E）」は、印刷したときに文字がかすれたり濃すぎ
たりしたときのみ、設定を変更してください。通常は「3」に
設定してお使いください。
MEP-U10/MEP-T10/MEP-B10/MEP-F10をお使いの場合
は、「オートカットの方法」は変更できません。
MEP-F10をお使いの場合は、無線 LAN設定ボタンをクリッ
クして無線 LANの設定ができます。詳しくは、36ページをご
覧ください。
MEP-F10をお使いの場合は、APO設定ボタンをクリックして
APO（オートパワーオフ）の設定ができます。詳しくは、42ペー
ジをご覧ください。

■レイアウトの設定をする

1 プロパティ画面を表示する（29ページ）。
2 ｢ レイアウト ｣タブをクリックする。

「レイアウト」タブ

•

•

•

•

3 各項目を設定する。
 「文字サイズ・行数（S）」の表示は、テープ幅の設定によって
異なります。
 「文字サイズ・行数（S）」を「自動」に設定すると、文字は、
設定されているテープ長さに収まる最適なサイズで印刷されま
す。
 「文字サイズ・行数（S）」を「カスタム」に設定すると、各行
ごとに、大・中・小などの文字サイズの組み合わせを選択する
ことができます。
 「カスタムレイアウト（T）」ボックスにレイアウトパターンが
表示されますので、目的のパターンを選択してください。
入力パネルの「レイアウト」ボックスで「カスタム」を選択すると、
ここで設定したカスタムレイアウトで印刷することができます。
 ｢ テープ長さ (L)｣ に設定できる値は、以下のとおりです。

機種 「テープ長（L）」の
設定可能範囲

MEP-U10/MEP-T10/MEP-B10/
MEP-F10 25～ 300mm

テープ長さの設定は目安とお考えください。ご使用の環境や印
刷する内容によっては、実際の長さが、設定した長さより短く
なる場合があります。
 「テープ幅選択（W）」に設定できる値は、以下のとおりです。

機種 テープ幅 最大印刷幅
MEP-U10/MEP-T10/
MEP-B10/MEP-F10

9mm ･ 12mm ･
18mm

12mm

•

•

•

•

•

•

•
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■書式の設定をする

1 プロパティ画面を表示する（29ページ）。
2 「書式」タブをクリックする。

「書式」タブ

3 各項目を設定する。
 「書体名（F）」は、入力パネルで設定する「フォント」と同一です。
ここで「フォント」を選択し直すと、入力パネルの「フォント」
も変更されます。
 「印刷方向 (P)」は、入力パネルで設定する「印刷方向」と同一
です。ここで「印刷方向」を選択し直すと、入力パネルの「印
刷方向」も変更されます。
 「ワードラップ（W）」と「ジャスティフィケーション（J）」に
ついては、右コラム「ワードラップとジャスティフィケーショ
ンについて」をご覧ください。
半角の文字は、「印刷方向」で「縦書」を選択しても、横書きで
印刷されます。
縦書きフォントが無いフォントを指定した場合、　「印刷方向」
で「縦書」は選択できません。

•

•

•

•

•

ワードラップとジャスティフィケーションについて
ワードラップとジャスティフィケーションは、半角の英数字で
作成されている文（欧文など）を印刷するときに働く機能です。

ワードラップ ： 単語の途中で改行しないように
する機能です。

ジャスティフィケーション ： 右端を揃えて印刷する機能です。

● ワードラップ
 ジャスティフィケーション

 
単語（into）の途中
で改行されます。

例

● ワードラップ
 ジャスティフィケーション

 単語（into）の途中
で改行しないよう
に、単語（in to）の
前で改行されます。

例

● ワードラップ
 ジャスティフィケーション

 単語（into）の前で
改行され、文の右
端が揃えられます。

例

● ワードラップ
 ジャスティフィケーション

 単語（into）の途中
で改行され、文の右
端が揃えられます。

例
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■定型句を編集する
ご自分で登録した定型句や、ダウンロードした定型句の「切り取り」「コ
ピー」「貼り付け」「削除」「表示順の変更」をすることができます。

1 プロパティ画面を表示する（29ページ）。

2 「定型句」タブをクリックする。
「定型句」タブ

3 編集する定型句を登録してあるグループを選択する。
選択したグループの定型句が表示されます。

4 目的の定型句をクリックする。

5 編集する。
 ［切り取り（T）］［コピー（C）］［貼り付け（P）］［削除（E）］［上
へ（U）］［下へ（W）］を使って、編集します。
他のグループへのコピーもできます。
複数の定型句を選択するときは、［Ctrl］キーを押しながらクリッ
クします。

•

•
•

■右クリックメニューの設定をする
右クリックメニューの設定について説明します。

1 プロパティ画面を表示する（29ページ）。

2 「メニュー」タブをクリックする。「メニュー」タブ

3 右クリックメニューで表示される項目を設定する。
表示したい項目にチェックを付けます。
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■表示に関する設定をする
表示に関する設定について説明します。

1 プロパティ画面を表示する（29ページ）。

2 「表示」タブをクリックする。
「表示」タブ

3 各項目を設定する。
画面をグレースケールで表示させるときには、「プレビューの画像
をグレースケールで表示する」にチェックを付けます。
他のアプリケーションを立ち上げているときにも、MEP-PC10の
入力パネルを前面（トップ）に表示させるときは、「入力パネルを
前面に表示する」にチェックを付けます。
プログラム起動時に、MEP-PC10の入力パネルを常に表示させ
たいときは、「プログラム起動時に入力パネルを開く」にチェック
を付けます。表示しないようにするときは、チェックを外します。

•

•

•

■右クリックメニューが表示される状態を設定する
MEP-PC10が起動しているときに右クリックすると、使用中のソフ
トの右クリックメニューではなく、MEP-PC10の右クリックメニュー
が表示されます。これを変更することができます。

1 プロパティ画面を表示する（29ページ）。

2 「動作」タブをクリックする。 「動作」タブ

3 右クリックメニューが表示される状態を設定する。

このチェックを外す
と、MEP-PC10
の右クリックメ
ニューは表示され
ない

ここにチェックを付けた場合
・ ［Shift］キーを押しながら右クリックする
と、MEP-PC10の右クリックメニュー
が表示

・ そのまま右クリックすると、使用中ソフ
トの右クリックメニューが表示される

ここにチェックを付けた
場合
・ ［Alt］キーを押しなが
ら右クリックすると、
MEP-PC10の右ク
リックメニューが表
示される

・ そのまま右クリックす
ると、使用中ソフト
の右クリックメニュー
が表示される

ここにチェックを付けた場合
・ ［Ctrl］キーを押しながら右クリックする
と、MEP-PC10の右クリックメニュー
が表示される

・ そのまま右クリックすると、使用中ソフ
トの右クリックメニューが表示される
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■画像に関する設定をする
画像の配置、画像をモノクロ化する方法について説明します。

1 プロパティ画面を表示する（29ページ）。

2 「画像」タブをクリックする。 「画像」タブ

3 画像の配置について設定する。
 「配置（L）」で画像を挿入する位置と大きさを選択します。選
択できる項目名とレイアウトは以下のとおりです。

左小

右小

左大

右大

背面

なし

入力パネルで設定する「画像」と同一です。ここで「配置（L）」
を選択し直すと、入力パネルの「画像」も変更されます。
 「拡大縮小する（S）」にチェックを付けると、「配置（L）」で指定
した大きさに画像が拡大または縮小されます。チェックを外すと「配
置（L）」で指定した位置にそのままの大きさで画像が挿入されます。
 「縦横比率を維持する（H）」にチェックを付けると、画像を拡
大または縮小するとき、縦横の比率が維持されます。「拡大縮小
する（S）」にチェックを付けていないときは無効です。

•

•

•

•
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4 モノクロ化の方法を設定する。
ここでは黒文字で印刷される白いテープを例に印刷される状態を
説明します。
 「モノクロ化 (M)」でモノクロにする方法を選択します。選択で
きる方法は以下のとおりです。

近似色 

明るい色は白く、暗い色は黒くなります。線だ
けで描いたイラストや文字だけのデータを印刷
するときに、向いています。

パターン 

カラー写真をコピーしたときのように、濃い色
は黒っぽく、薄い色は白っぽく印刷されます。

誤差拡散 

カラー写真をコピーしたときのように、濃い色
は黒っぽく、薄い色は白っぽく印刷されます。「パ
ターン」よりも印刷に時間がかかりますが、よ
り美しく印刷されます。

 「濃淡 (I)」のスライダーをドラッグして、挿入した画像の濃淡
を調整します。

•

•

無線LAN機能（MEP-F10のみ）
MEP-F10をお使いの場合は、プリンターとパソコンを無線 LANで
接続して、ラベルに印刷することができます。無線 LANで接続する
場合の操作を説明します。

プリンターの準備
無線 LAN機能を使用する前に、「MEP-F10」取扱説明書を参照して、
MEP-F10の準備をしてください。

1 テープを取り付けます。
2 プリンターに、ACアダプタ ーと電源コードを接続します。
パソコンの準備
パソコン側で、以下の準備をしてください。

■使用できる機種の確認
動作環境 ： 「MEP-F10」取扱説明書を参照して、「動作環境」の
 パソコンの項目をご覧ください。
無線 LAN： パソコンに無線 LANの機能が必要です。パソコンに
 付属の取扱説明書をご覧ください。

■ 専用アプリケーションソフトとプリンタードライバー
のインストール
パソコンに、専用アプリケーションソフト「MEP-PC10」とプリ
ンタードライバーをインストールしてください。
インストール方法は、「MEP-F10」取扱説明書の「ソフトとプリ
ンタードライバーをインストールする」をご覧ください。
すでにインストール済みの場合は、この操作は不要です。
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無線 LANのモード
MEP-F10の無線 LAN機能には、以下の２つのモードがあります。

■アクセスポイントモード
MEP-F10とパソコンを、直接、無線 LANで接続します。
プリンターがアクセスポイントとして動作するため、無線LANルー
ターがなくても、使用することができます。
外出先などで、無線接続したい場合にも便利です。

 本機をアクセスポイントモードで接続中は、ネットワーク経由の
データのやり取り（メール送受信など）はできません。
ご使用後は無線 LAN の設定を元に戻してください。

■クライアントモード
MEP-F10をネットワークプリンターとして無線LANで接続します。
プリンターはクライアント（子機）として動作するため、無線
LANルーターまたは無線 LANアクセスポイントが必要です。
上記を経由して、パソコンと無線で接続します。

無線 LANルーター

•

無線 LANの設定
無線接続する前に、MEP-F10の無線 LANの設定をする必要があり
ます。設定方法について説明します。

■アクセスポイントモードで無線接続する場合の設定
購入時の設定のまま、設定を変更しないで接続することができます。
その場合は、39ページの「MEP-F10と、直接、無線で接続する（ア
クセスポイントモード）」の説明に進んでください。
設定を変更する場合は、以下の操作で変更してください。

1 MEP-F10とパソコンをUSBケーブルで接続する。
2 MEP-F10の電源ボタンを押して、電源を入れる。
3 MEP-PC10を起動する（10ページ）。
4 プロパティ画面を表示する（29ページ）。
5 「機種」タブをクリックする。

無線 LAN設定
ボタン

6 「機種名（N）」で、「MEP-F10」などの無線 LAN対応機種を選択する。
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7 無線 LAN設定ボタンをクリックする。
無線 LANマネージャーが表示されて、「AP」（アクセスポイント
モード）設定画面が表示されます。
 「AP」（アクセスポイントモード）設定画面が表示されないとき
は、「AP」タブをクリックします。

「AP」タブ

8 各項目を設定する。
各項目の設定内容は以下の通りです。
項目 設定内容

プリンター名
(N)

印刷時に表示される「プリンター選択画面」に表示
されます。
最大31文字（31バイト）までの文字列を入力
します。

MACアドレス プリンターを識別するための固有の番号で変更はで
きません。

チャネル（C） １～１３から選択します。
（初期値は、「１１」）

•

項目 設定内容
SSID（S） 無線 LANの接続先として表示されます。最大32

文字（32バイト）までのASCII文字列を入力します。
暗号化方式（F） 認証なし、WEP（オープンシステム認証）、 WEP（共

通鍵認証）、 WPA2-TKIP、 WPA2-AES、WPA/
WPA2（mixed mode）から選択
（初期値は、「認証なし」）

パスワード（P） WEP（オープンシステム認証）、 WEP（共通鍵認証）
の場合：
半角の16進数（0～ F)で10文字または26
文字 /ASCII 文字列で5文字または13文字

WPA2-TKIP、 WPA2-AES、WPA/WPA2（mixed 
mode）の場合：
８～６３文字のASCII 文字列

IP アドレス設定
（R）

IP アドレスを設定する場合は、チェックボックス
をチェックします。

IP アドレス（I）「IPアドレス設定」をチェックしている場合に入
力します。
xxx.xxx.xxx.xxx の IP アドレスを入力します。
（xxx は、0～255の数値文字列）

サブネットマス
ク (M)

「IPアドレス設定」をチェックしている場合に入
力します。
xxx.xxx.xxx.xxx のサブネットマスクを入力しま
す。
（xxx は、0～255の数値文字列）

DHCP開始アド
レス (D)

「IPアドレス設定」をチェックしている場合に入
力します。
xxx.xxx.xxx.xxx の DHCP開始アドレスを入力し
ます。
(xxx は、0～255の数値文字列）

● 「プリンター名（N）」は、全角文字の指定ができます。全角文字は、
1文字で3バイトです。
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9 設定が終わったら、[OK] をクリックする。
10 設定した内容を有効にするためには、MEP-F10を再起動する必要があります。
MEP-F10の電源ボタンを押して、電源を切ります。

11 MEP-F10の背面の無線 LANモードスイッチを「AP」（アクセスポイントモード）側にします。

AP

12 MEP-F10の電源ボタンを押して、電源を入れます。
ランプが橙色に点滅後、しばらくして、点灯状態になります（無
線 LANの設定状況により、40秒ほどかかる場合もあります）。
設定した内容が有効になります。

■クライアントモードで無線接続する場合の設定
MEP-F10をネットワークプリンターとして無線 LANで接続する
場合の設定です。
お使いのパソコンが、無線 LANルーターまたは無線 LANアクセ
スポイントに接続している必要があります。詳しくは、それぞれに
付属の取扱説明書をご覧ください。
MEP-F10を上記の無線 LANルーターまたは無線 LANアクセス
ポイントに接続するための設定方法を説明します。

1 お使いのパソコンが接続している無線 LANルーターまたは無線LANアクセスポイントの情報を確認します。確認の方法は、
それぞれの取扱説明書をご覧ください。

2 36 ページ「■アクセスポイントモードで無線接続する場合の設定」の手順1～7の操作をする。

3 「CLIENT」（クライアントモード）タブをクリックする。
「CLIENT」タブ

4 各項目を設定する。
お使いの無線 LANルーターまたはアクセスポイントと無線接続
するための項目を設定します。
手順 1で確認した情報を元に設定をします。設定について、詳し
くは、それぞれの取扱説明書をご覧ください。
各項目の設定内容は以下の通りです。

項目 設定内容
プリンター名
(N)

印刷時に表示される「プリンター選択画面」に表
示されます。
最大31文字（31バイト）までの文字列を入力
します。
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項目 設定内容
MACアドレス プリンターを識別するための固有の番号で変更はで

きません。
SSID（S） 無線 LANの接続先として表示されます。お使いの無

線 LANルーターまたはアクセスポイントに設定され
ているSSID と同じものを入力してください。最大
32文字（32バイト）までの文字列が入力できます。

暗号化方式（F） 認証なし、 WEP （オープンシステム認証）、 WEP 
( 共通鍵認証 )、 WPA/WPA2（mixed mode）
（初期値は、「認証なし」）

パスワード（P） WEP （オープンシステム認証）、 WEP （共通鍵認
証） の場合：
半角の16進数（0～ F）で10文字または26
文字 /ASCII 文字列で5文字または13文字

WPA/WPA2 （mixed mode） の場合：
８～63文字のASCII 文字列

IP アドレスの
自動取得（A）

IP アドレスを自動取得する場合は、チェックボッ
クスをチェックします。
（初期値は、「自動取得する」）

IP アドレス（I）「IPアドレスの自動取得」をしない場合に入力します。
xxx.xxx.xxx.xxx の IP アドレスを入力します。
（xxx は、0～255の数値文字列）

サブネットマス
ク（M）

「IPアドレスの自動取得」をしない場合に入力します。
xxx.xxx.xxx.xxxのサブネットマスクを入力します。
（xxx は、0～255の数値文字列）

● 「プリンター名（N）」と「SSID（S）」は、全角文字の指定ができます。
全角文字は、1文字で3バイトです。

● 「SSID（S）」に日本語などの全角文字を指定した場合、お使いのパ
ソコンによっては、プリンターに接続できない場合があります。そ
の場合は、「SSID（S）」に半角文字を指定してください。

5 [OK] をクリックする。
6 設定した内容を有効にするためには、MEP-F10を再起動する必要があります。
MEP-F10の電源ボタンを押して、電源を切ります。

7 MEP-F10の背面の無線 LANモードスイッチを「CLIENT」（クライアントモード）側にします。

CLIENT

8 MEP-F10の電源ボタンを押して、電源を入れます。
ランプが橙色に点滅後、しばらくして、点灯状態になります（無
線 LANの設定状況により、40秒ほどかかる場合もあります）。
設定した内容が有効になります。

MEP-F10と、直接、無線で接続する（アクセスポイントモード）
パソコンとMEP-F10を、直接、無線LANで接続することができます。
あらかじめお使いのパソコンが無線ＬＡＮのアクセスポイントとして
MEP-F10に接続できるようにしておく必要があります。詳しくはパ
ソコン、あるいはご使用の無線ＬＡＮ機器の取扱説明書をご覧ください。

1 MEP-F10の電源が切れていることを確認します。
電源が入っている場合は、電源ボタンを押して、電源を切ります。



40

2 MEP-F10の背面の無線 LANモードスイッチを「AP」（アクセスポイントモード）側にします。

AP

必要に応じて、本機のアクセスポイントモードの設定を変更し
ます。通常は変更不要です。
設定を変更する場合は、36ページ「■アクセスポイントモー
ドで無線接続する場合の設定」をご覧ください。

3 MEP-F10の電源ボタン押して、電源を入れます。
ランプが橙色に点滅後、しばらくして、点灯状態になります（無
線 LANの設定状況により、40秒ほどかかる場合もあります）。

4 パソコン側で、無線 LANの接続先として、37ページの手順8で設定した「SSID」( ネットワーク名）を指定します。指定の
方法については、パソコンに付属の取扱説明書をご覧ください。

指定が完了すると、パソコンとプリンターが無線 LANで接続可
能になります。

5 MEP-PC10を起動します（10ページ）。

•

6 プロパティ画面を表示します（29ページ）。
7 「機種」タブをクリックして、「機種名（N）」に、ご使用のプリンターの機種を設定し、「印刷先」に「MEP-WiFi」を選択
して、[OK] をクリックします。

8 ラベルを作成します。
9 印刷ボタンをクリックします。
プリンターの選択画面が表示されます。

10 プリンターを選択して、[OK] をクリックすると、印刷が開始されます。

重要 無線 LANのモードや設定の変更を有効にするには、プリン
ターの電源を一度切り、再度、電源を入れる必要があります。

MEP-F10をネットワークプリンターとして使用する（クライアントモード）
MEP-F10をネットワークに接続して、無線 LANルーターまたは無
線 LANアクセスポイント経由でパソコンと接続し、ネットワークプ
リンターとして使用することができます。
あらかじめ、お使いのパソコンが、無線 LANルーターまたは無線
LANアクセスポイントに接続している必要があります。詳しくは、そ
れぞれに付属の取扱説明書をご覧ください。

1 MEP-F10の無線LAN設定をします。設定の方法は、38ページ「■クライアントモードで無線接続する場合の設定」をご
覧ください。
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2 MEP-F10を、接続する無線 LANルーターまたは無線 LANアクセスポイントと受信できる場所に置きます。

3 MEP-F10の電源が切れていることを確認します。
電源が入っている場合は、電源ボタンを押して、電源を切ります。

4 MEP-F10の背面の無線 LANモードスイッチを「CLIENT」（クライアントモード）側にします。

CLIENT

5 MEP-F10の電源ボタン押して、電源を入れます。
ランプが橙色に点滅して、自動的に、接続する無線 LANルーター
または無線 LANアクセスポイントを検索します。

6 ランプの点滅が止まると、接続が完了します。
MEP-F10がネットワークプリンターとして使用可能になります。
ランプが、橙色の２回連続点滅を繰り返しているときは、ルー
ターまたはアクセスポイントへの接続処理中です。しばらくたっ
ても、この状態が続く場合は、接続に失敗している可能性があ
ります。48ページの「無線LANのトラブルについて（MEP-F10
のみ）」をご覧ください。

•

7 MEP-PC10を起動します（10ページ）。
8 プロパティ画面を表示します（29ページ）。
9 「機種」タブをクリックして、「機種名（N）」に、ご使用のプリンターの機種を設定し、「印刷先」に「MEP-WiFi」を選択
して、[OK] をクリックします。

10 ラベルを作成します。
11 印刷ボタンをクリックします。プリンターの選択画面が表示されます。

12 プリンターを選択して、[OK] をクリックすると、印刷が開始されます。
重要 無線 LANのモードや設定の変更を有効にするには、プリン

ターの電源を一度切り、再度、電源を入れる必要があります。

設定の初期化
MEP-F10の無線 LANの設定（36ページ）や、オートパワーオフの
設定（42ページ）を初期状態（購入時の状態）に戻すことができます。
重要 設定の初期化をすると、MEP-F10に記憶した設定情報が消

えてしまいますので、必要のないときは初期化をしないでく
ださい。

1 MEP-F10の電源が入った状態で、電源ボタンを７秒以上押し続けます。

ランプの色が橙→緑→橙→緑…と点滅して、初期化中になります。

2 ランプの色が橙色のままの状態となって、点滅が止まると、初期化が完了します。
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オートパワーオフの設定
（MEP-F10のみ）
MEP-F10をお使いの場合は、何も操作しないで一定時間経過したと
きに、電源を自動的に切るまでの時間をプリンター側に設定すること
ができます（オートパワーオフ）。

1 プリンターとパソコンがUSBケーブルで接続されていることを確認する。

2 プロパティ画面を表示する（29ページ）。
3 「機種」タブをクリックする。

APO設定ボタン

4 APO設定ボタンをクリックする。
APO設定マネージャーが表示されます。

5 APO（オートパワーオフ）の設定をする。
設定できる内容は、以下の通りです。

機種 APO設定内容
MEP-F10 APOしない ５分 １０分 １５分

プリンター購入時には、「APOしない」に設定されています。

重要 メモプリ専用モバイル電源「PSM-10」を使って、MEP-F10
の無線ＬＡＮ機能をご利用いただく場合は、必ず、オートパワー
オフの時間を設定してください。

6 APOの設定内容を選んで、[OK] をクリックする。

•
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ヘルプを使う
MEP-PC10の入力パネルから表示するヘルプと、タスクトレイ上の
アイコンから起動するヘルプがあります。また、バージョン情報を確
認することもできます。

■入力パネルのヘルプを使う

1 ヘルプボタンをクリックする。

■タスクトレイからヘルプを使う
各機能や操作の詳細な説明を表示することができます。

1 タスクトレイ上のアイコンを右クリックする。

2 「ヘルプ（H）」→「トピックの検索（H）」とクリックする。

MEP-PC10のアイコン

「■入力パネルのヘルプを使う」の手順 1と同じ画面が表示されま
す。

■バージョン情報を確認する

1 タスクトレイ上のアイコンを右クリックする。

2 「ヘルプ（H）」→「バージョン情報（A）」とクリックする。
バージョン情報が表示されます。

MEP-PC10のアイコン

3 確認したら、［OK］をクリックする。
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■カシオのホームページを表示する
パソコンがインターネットに接続できる環境にあるときは、カシオの
ホームページにアクセスして最新の情報を得ることができます。

1 タスクトレイ上のアイコンを右クリックする。

2 「ヘルプ (H)」→「カシオホームページ (C)」とクリックする。

MEP-PC10のアイコン

本機に関連した情報が掲載されているカシオのホームページが
表示されます。
•



 

MEP-PC10の
付録
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ソフト操作時のトラブルについて

症状 考えられる原因 ご確認ください

● 本ソフトの入
力パネル画面
やプレビュー
表示、または
Windows の
デスクトップ
画面がおかし
くなった

スクリーンセーバー
が動作している

本ソフトを、「プロパティ」ー「表示」で「入
力パネルを前面に表示する」を有効にして
ご使用の場合は、スクリーンセーバーとの
相性によっては、スクリーンセーバーの画
面の上に本ソフトの入力パネルの表示がさ
れる場合があります。このようなときは、「入
力パネルを前面に表示する」を無効に設定
してご使用になるか、本ソフトの入力パネ
ルを最小化させてください。

Adobe Reader で
全画面表示をした

デスクトップ画面に表示された本ソフトの入
力画面を一度閉じてから、全画面表示をし
てください。

● 本 ソフト の
右クリックメ
ニューがうま
く動作しない
とき

他のアプリケーショ
ンと右クリックメ
ニューの競合が起き
ています

●印刷、定型句登録
アプリケーションから印刷、定型句を登
録するための文字列を反転表示させて右
クリックし、本ソフトの右クリックメニュー
（ポップアップメニュー）を表示して機能
を選択しても印刷、定型句登録などがさ
れない場合があります。
このような場合には、キーボードから
［Ctrl］キーを押しながら［C］キーを押
してあらかじめ選択した文字列をクリップ
ボードにコピーしてから上記操作をしてく
ださい。
●元のメニュー
アプリケーション本来のポップアップメ
ニューを表示する際に、まれに元のメ
ニューが正しく表示されない場合があり
ます。このような場合は、本ソフトのプ
ロパティ設定で修飾キーを設定したり、
本ソフトの右クリックメニュー（ポップアッ
プメニュー）を表示しない設定に変更し
て印刷などの操作を実行してください。

症状 考えられる原因 ご確認ください

● 本 ソフト の
右クリックメ
ニューが表示
されないとき

他のアプリケーショ
ンと右クリックメ
ニューの競合が起き
ています

アプリケーションと本ソフトとの組み合わせ
により、まれに本ソフトの右クリックメニュー
（ポップアップメニュー）が表示されない
場合があります。このようなときには、ア
プリケーションで印刷したい文字列をあらか
じめ反転表示させた状態で、本ソフトの入
力パネルの印刷などを選択してください。

● 文字のドット
が一部欠けて
印刷される

フォントの種類に
よって、印字エリア
内からフォントがは
み出てしまうことが
ある

本ソフトでは、ラベル印刷する書式として
テープの幅に対して印刷可能なエリアいっ
ぱいに印刷する場合があります。
印刷に使用するフォントの種類を変更してく
ださい。

● 本 ソフト の
右クリックメ
ニューのリス
ト項目が選択
できない

右クリックメニュー
表示時に修飾キー
が設定されている

本ソフトの右クリックメニュー（ポップアップ
メニュー）を修飾キー（Ctrl、Shift、Alt）
との同時押しにより、右クリックして表示さ
せるように本ソフトのプロパティから設定す
ることができます。この設定をした場合に
は、本ソフトのポップアップメニューが表示
された後、修飾キーを離してからマウスや
上下カーソルキーを使って本ソフトの右ク
リックメニューの機能選択をしてください。

● W i n d o w s
デスクトップ
画 面 の ポッ
プ アップ メ
ニューがうま
く動作しない
とき

他のアプリケーショ
ンと右クリックメ
ニューの競合が起き
ています

本ソフトの入力パネルから文字の入力や編
集をしているときに、Windowsデスクトッ
プ画面の右クリックによるポップアップメ
ニューの操作がしづらくなる場合がありま
す。このようなときは、Windowsのデスク
トップ画面を一回クリックした後、続いて右
クリックでポップアップメニューを表示させ
てください。

46
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印刷時のトラブルについて

症状 原因と対処

● 印刷をしてもテープ
が出てこない

テープが終了している
 新しいテープに交換してください。
お使いのプリンターの取扱説明書を参照してください。

•

テープが詰まっている
 テープを取り出して、詰まったテープを指で引き出し、
正しくセットし直します。
重要 印刷中に、次のようなことはしないでください。

 テープ出口をふさぐ
 出てくるテープに触る
 プリンターカバーを開ける
 ACアダプターを外す
 電源を切る
USBケーブルを外す

お使いのプリンターの取扱説明書を参照してください。

•

•
•
•
•
•
•

USB接続で印刷する場合
コンピュータのUSBポートが有効になっていない
 USBケーブルが正しく接続されているか確認します。
 表示付きのプリンターは、プリンター画面に「通信準備
完了」と表示されていることを確認してください。または、
コンピュータのUSBポートが使用可能かどうか以下の通
り確認してください。

 □ Windows 8 の場合：
   コンピュータの管理者のアカウントでログインしてか

ら以下の操作をします。
  1.  デスクトップ画面でチャームバーを表示させ、「設

定」をクリックします。
  2.  「設定」チャームが表示されるので、「PC情報」を

クリックします。
  3.  「システム」画面が表示されるので、画面左側の「デ

バイスマネージャー」をクリックします。
  4.  「ユニバーサルシリアルバスコントローラー」を展

開します。

•

症状 原因と対処

● 印刷をしてもテープ
が出てこない

 □ Windows 7/Windows Vista の場合：
   コンピュータの管理者のアカウントでログインしてか

ら以下の操作をします。
  1.  「スタート」「コントロールパネル」とクリックし

ます。
  2.  「ハードウェアとサウンド」「デバイスマネージャ」

とクリックします。
  3.  ユーザーアカウント制御の画面が表示されますの

で【続行】ボタンを押します。
  4.  ユニバーサルシリアルバスコントローラーの隣に

あるプラスアイコンをクリックします。

USB接続で印刷する場合
 □ Windows XPの場合：
   コンピュータの管理者のアカウントでログインしてか

ら以下の操作をします。
  1.  「スタート」「設定 (S)」「コントロールパネル (C)」

とクリックします。
  2.  「システム」アイコンをダブルクリックします。
  3.  ハードウェアタブをクリックしてデバイスマネー

ジャーボタンをクリックします。
  4.  USB（Universal Serial Bus）コントローラの隣

にあるプラスアイコンをクリックします。
 USBホストコントローラーとUSBルートハブが表示さ
れていれば、USBは使用可能です。USBチェーンに複
数のハブがある場合は、プリンター用USBケーブルを別
のハブに接続するか他のデバイスに接続してみてくださ
い。

 また、ケーブルがしっかり接続されているか確認してく
ださい。

 USBホストコントローラーとUSBルートハブが表示さ
れていない場合は、コンピュータの付属のマニュアルを
参照するか、コンピュータの製造元に問い合わせ、USB
のセットアップ方法およびUSBを使用可能にする方法を
確認してください。
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症状 原因と対処

● 印刷ができない  「空白」や「改行」だけが入力されている
 空白や改行だけが入力されている状態では、印刷ができ
ません。

 印刷したい文章を入力してください。
 電源がONされていない（MEP-F10の場合）
 電源をONしてください。
 無線 LAN接続を選択してる場合は、設定が適切でない
（MEP-F10の場合）
 パソコンの無線LAN設定およびMEP-PC10のプロパ
ティの無線LAN設定を確認してください。
プリンターカバーがしっかりと閉まっていない
 カバーをしっかり閉めてください。
お使いのプリンターの取扱説明書を参照してください。
電池が消耗している
 新しい電池と交換するか、指定のACアダプターをご使
用になってください。

•

•

•

•

•

● 印刷が不鮮明 印刷濃度の設定が適切でない
 設定を変更してください。

 MEP-PC10で作成しているときは「MEP-PC10のプ
ロパティを設定する」（29ページ）
テープが正しくセットされていない
 正しくセットし直してください。
お使いのプリンターの取扱説明書を参照してください。
プリンターヘッドやゴムローラーが汚れている
 プリンターヘッドやゴムローラーをクリーニングしてく
ださい。
お使いのプリンターの取扱説明書を参照してください。
黒い部分の多い文字や画像を印刷した
 印刷がつぶれて見にくくなっていることが考えられま
す。

 印刷濃度を低く設定してください。

•

•

•

•

● テープが貼れない 貼る場所やものが適していない
 適している場所やものに貼ってください。
お使いのプリンターの取扱説明書を参照してください。

•

● 印刷が途中で止まる プリンターヘッドが高温になっている
 しばらく時間をおいてからお使いください。
電池が消耗している
 新しい電池と交換するか、指定のACアダプターをご使
用になってください。

•

•

無線LANのトラブルについて
（MEP-F10のみ）

症状 原因と対処

● 無線 LANで、プリ
ンターにつながらな
い（アクセスポイン
トモード）

プリンターの無線 LANモードが間違っている
 モードスイッチを正しく設定し、プリンターの電源を一
度切り、再度、電源を入れてください。
無線 LANの設定が間違っている
 プリンターと接続する機器との無線 LAN設定を合わせ
てください。
設定したパスワードを忘れてしまった
 プリンターを初期化してから、再度、初期状態から接続
を行ってください。

•

•

•

● プリンターがルー
ターやアクセスポイ
ントにつながらない
（クライアントモー
ド）

接続先が正常に動作していない
 接続先の電源が入っているか、正常に動作しているか確
認してください。
プリンターの無線 LANモードが間違っている
 モードスイッチを正しく設定し、プリンターの電源を一
度切り、再度、電源を入れてください。
無線 LANの設定が間違っている
 接続先の機器に合わせて、無線 LAN設定を行ってくだ
さい。

•

•

•
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エラーメッセージ 対処方法

プリンターが接続されているパ
ソコンからの応答がありません。
プリンターが接続されているパ
ソコンで印刷状況を確認してく
ださい。

パソコンにつながれたプリンターがネットワーク
上にある場合に表示されます。プリンターが接続
されているパソコンで印刷状況を確認してくださ
い。

プリンターが見つかりません 指定のプリンターが接続されていません。プリン
ターを確認して、もう一度印刷を実行してくださ
い。
ドライバーのポートが指定されている場合には、
指定のポートに接続し直してください。
無線 LAN接続の場合（MEP-F10)

無線 LAN上にプリンターが見つからない状態で
す。プリンターの電源または無線 LANの接続状
況や設定を確認して、もう一度、印刷を実行して
ください。

•

印刷中にエラーが発生しました
（無線 LAN接続の場合）

プリンターカバー（蓋）が開いていないか確認し
てください。

プリンターヘッドが異常温度です。しばらく待っ
てから印刷してください。

印刷またはテープ送りに失敗しました。

指定のプリンターが接続されていません。
プリンターの電源または無線 LANの接続状況や
設定を確認して、もう一度、印刷を実行してくだ
さい。

プリンターの電源が入っているかどうかを確認し
て、印刷をやり直してください。

エラーメッセージ一覧

エラーメッセージ 対処方法

・通信エラーが発生しました
・ 通信タイムアウトが発生しま
した

プリンターとパソコンが接続されていることを確
認してください。または、プリンターの電源が入っ
ていることを確認して、もう一度印刷を実行して
ください。

エラーが発生しました USBドライバーが正常にインストールされてい
るかどうかを確認してください。

印刷中止が指定されました 印刷がキャンセルされました。

確認してください プリンターと通信ができません。プリンターとパ
ソコンが接続されていることを確認してくださ
い。
表示付きのプリンターは、表示上のUSBリンク
ボタンをタッチしてください。

プリンターカバー（蓋）が開いていないか確認し
てください。

プリンター内にテープが詰まっていないか確認し
てください。

指定のプリンターが接続されていません。プリン
ターを確認して、もう一度印刷を実行してくださ
い。
ドライバーのポートが指定されている場合には、
指定のポートに接続し直してください。

プリンターエラーが発生しまし
た

プリンターヘッドが異常温度です。しばらく待っ
てから印刷してください。

印刷またはテープ送りに失敗しました。

プリンターの電池が消耗してい
ます

プリンターの電池を交換するか、ACアダプター
を接続して印刷してください。



50

作成時のトラブルについて

■他のソフトを使用中に
●MEP-PC10をインストールしたら、他のソフトの右クリックメ
ニューがおかしくなった
MEP-PC10はパソコンに常駐し、右クリックメニューから印刷する
ことができるソフトです。33ページの「右クリックメニューが表示
される状態を設定する」をご覧ください。



〒151-8543　東京都渋谷区本町1-6-2

MO1212-A
© 2013 CASIO COMPUTER CO., LTD.


	MEP-PC10の概要と準備
	この取扱説明書の読み方
	本書を読む順序
	本書での説明について

	MEP-PC10 を使える機種について
	PC メモプリユーティリティMEP-PC10 のご紹介
	PC メモプリユーティリティMEP-PC10 のご紹介


	PCメモプリユーティリティMEP-PC10
	PC メモプリユーティリティMEP-PC10 の使い方
	MEP-PC10 でできること

	MEP-PC10 を起動する／終了する
	MEP-PC10 を自動起動（常駐）させる
	基本的な操作
	入力パネル
	印刷プレビュー
	印刷確認画面
	右クリックメニュー

	文字を入力・編集して印刷する
	文字を入力・編集して印刷する
	よく使う語句や日時を簡単に入力する

	ダウンロード定型句を使用する
	画面上の文字を使ってラベルを作る
	ひとつながりの文字を印刷する

	画像を挿入する
	画像を挿入する位置を決める
	画像を挿入する

	過去に印刷した内容を使う
	履歴一覧を表示させる（印刷履歴マネージャー）

	テープ送りをする
	MEP-PC10 のプロパティを設定する
	無線LAN 機能（MEP-F10 のみ）
	プリンターの準備
	パソコンの準備
	無線LAN のモード
	無線LAN の設定
	MEP-F10と、直接、無線で接続する（アクセスポイントモード）
	MEP-F10 をネットワークプリンターとして使用する（クライアントモード）
	設定の初期化

	オートパワーオフの設定（MEP-F10 のみ）
	ヘルプを使う

	MEP-PC10の付録
	ソフト操作時のトラブルについて
	印刷時のトラブルについて
	無線LAN のトラブルについて（MEP-F10 のみ）
	エラーメッセージ一覧
	作成時のトラブルについて



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Web Coated \050Ad\051)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Perceptual
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


